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受講料の
お振込み

受 講

受講決定

お申し込み

お申し込み方法について
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◆受講対象者

岡山県内の製造関連企業に携わっている方（経営者及び従業員）

◆お申し込みから受講までの流れ

１

２
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２つの方法からお申し込みいただけます。

① 申込書をコピーまたはホームページからダウンロードして、 必要事項をご記入の上、 当財団
までメールまたはFAXにてお申し込みください。

② ホームページ内にある「申込フォーム」に必要事項をご入力の上、 お申し込みください。

研修開始日の２週間前に、 貴社の代表者及び研修窓口担当者様宛てに
「受講決定通知書兼請求書」をお送りします。

各研修会場にて行います。
※「受講決定通知書兼請求書」に研修会場を掲載していますので、 ご確認ください。

「受講決定通知書兼請求書」に記載している指定の期日までに、 必ずお振り込みください。
なお、開催日前日（土日祝を除く）の１７時以降にキャンセルされた場合は、 受講料を申し受けます。
※研修テキストは、 後日お送りします。

よくあるご質問

Q1 岡山県外で働いている人は受講できますか？

本社が岡山県内であれば、受講可能です。A

Q２ 本社は岡山県外で、 工場・支店・営業所が岡山県内の場合は受講できますか？

岡山県内にある工場・支店・営業所に所属する方であれば受講可能です。A

Q３ 当日受講予定の者が参加できない場合、 代理の受講は可能ですか？

代理の方の受講は可能ですが、受講者情報を登録する必要があるため、早めに電話・メールにてご連絡をお願い
します。なお、 代理の方はなるべく研修の階層に適した方でお願いします。

A

Q４ 録音、 撮影はできますか？

すべてお断りしています。A

検索 基礎加工技術習得研修

◆対象区分について

本研修は内容に応じて４つの対象区分を設けています。

基 礎 ： 一から技術を学びたい方。 当該分野に携わって間もない方。

初  級 ： 数年程度、当該分野に携わっている方。

中 級 ： さらなる技術の向上を目指す方。 人材育成のため理論を学びたい方。

管理監督者 ： 工場長や製造部門の責任者、 管理業務に携わっている方。



コース名 開催日 時間帯
研 修
コード

記 載
ページ

技
術
コ
ー
ス

３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術 ６/１６～６/１７ ９:３０～１６:３０ Ｍ１０１ ４

精密測定技術 ６/２３～６/２４ ９:３０～１６:３０ Ｍ１０２ ４

３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術＜SolidWorks＞ ７/９～７/１０ ９:３０～１６:３０ Ｍ１０３ ４

図面の読み方・書き方 ７/１３～７/１４ ９:３０～１６:１５ Ｍ１０４ ５

汎用旋盤加工技術 ７/２９～７/３１ ９:３０～１６:３０ Ｍ１０５ ５

生産現場の機械保全技術 ７/３０・８/６ ９:３０～１６:３０ Ｍ１０６ ５

機械設計のための総合力学 ８/３～８/５ ９:３０～１６:３０ Ｍ１０７ ６

生産現場のための電気保全技術 ８/２４～８/２５ ９:３０～１６:３０ Ｍ１０８ ６

ＮＣ旋盤プログラミング技術 ９/１６～９/１８ ９:３０～１６:３０ Ｍ１０９ ６

演習で理解を深める！現場改善の基礎講座 １０/６ ９:３０～１６:１５ Ｍ１１０ ７

ＴＩＧ溶接技能クリニック １０/１９～１０/２０ ９:３０～１６:３０ Ｍ１１１ ７

マシニングセンタプログラミング技術 １１/２６～１１/２７ ９:３０～１６:３０ Ｍ１１２ ７

治具設計の基礎知識 １２/７ ９:３０～１６:１５ Ｍ１１３ ８

マシニングセンタ加工技術
（Ｒ９）
１/２６～１/２７

９:３０～１６:３０ Ｍ１１４ ８

三次元測定技術
（Ｒ９）
２/１８～２/１９

９:３０～１６:３０ Ｍ１１５ ８

コース名 開催日 時間帯
研 修
コード

記 載
ページ

管
理
コ
ー
ス

＜初級編＞
原価の仕組みと業務への活用法

７/１６ ９:３０～１６:１５ Ｍ１１６ ９

工場管理のための管理会計を活用した意思決定講座 １０/２３ ９:３０～１６:１５ Ｍ１１７ ９

＜中級編＞シミュレーションで学ぶ
原価計算と活用演習

１１/１８ ９:３０～１６:１５ Ｍ１１８ ９

品質管理・品質工学の実践 １２/８ ９:３０～１６:１５ Ｍ１１９ １０

生産向上に結びつく生産計画と工程管理の進め方 １２/９ ９:３０～１６:１５ Ｍ１２０ １０

◆研修コース全日程◆
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※日付順に掲載

調整中

調整中



Ｍ１０１ ３次元ＣＡＤを活用したソリッドモデリング技術
定員

１０名

開催日 令和８年6月16日(火)～17日(水) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 2日間 １ CAD概論
・ CADシステムの変遷
・ 市場動向
・ CAD機能
・ CADデータ変換
・ SolidWorksシステム構成及び基本機能

２ スケッチの作成
・ 設計基準とデ－タム設定
・ 幾何・寸法拘束
・ 柔軟に設計変更でき、設計変更してもエラーを出さないスケッチ

３ ソリッドモデリング
・ ベースフィーチャの重要性
・ フィーチャの優先順位（設計変更を考慮したモデリング手順）

４ 実践モデリング演習

５ まとめ
・ 質疑応答

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円(税込)

受講場所 中国職業能力開発大学校

持参物 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

３次元ツール（SolidWorks20２２）の実習を通して、 ＣＡＤ
機能を理解し、 設計指向の実践的なソリッドモデリング技術
を習得します。

＜受講要件＞

Windowsの基本操作ができる方。
基本的な機械図面が読める方。
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Ｍ１０２ 精密測定技術
定員

１０名

開催日 令和８年6月23日(火)～24日(水) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 2日間 １ コース概要及び留意事項

２ 測定の重要性
・ 計測と測定について
－ 計測と測定、 測定におけるトレーサビリティ、 測定と検査、

測定データにおける不確かさについて
・ 測定の重要性
－ 検査と評価

３ 長さ測定実習
・ 測定誤差の原因と対策
－ 測定環境、 寸法測定の誤差要因、 各要因に対する対策方法

・ 測定器の精度と特性
－ 長さ基準とは、 測定器の信頼性、 測定器の選択

・ ノギス、 マイクロメータ、 ハイトゲージ、 ダイヤルゲージでの測定
－ 構造、 取扱い、 調整
－ 器差、 アッベの原理など
－ 熱的影響による誤差の測定
－ ブロックゲージの取扱い

４ まとめ

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 中国職業能力開発大学校

持参物 作業服または、 作業のできる服装・靴、 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

長さ寸法測定の適正化に向けた測定実習を通して、精密で信
頼の高い測定を行うための理論を学び、測定器の定期検査方
法を含めた正しい取扱いと測定方法、データ活用、誤差要因と
その対処に必要な技能・技術の習得を目指します。

Ｍ１０３ ３次元ＣＡＤを活用したアセンブリ技術＜SolidWorks＞
定員

１０名

開催日 令和８年７月9日(木)～１０日(金) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 2日間
１ CAD概論

・ SolidWorks 2022システム構成及び基本機能

２ アセンブリの基礎

・ 各種合致条件

・ 動作検証

・ 干渉チェック など

３ 実践モデリング演習

・ 各種組立

・ 組立図の作成

・ 分解図の作成

４ まとめ

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 中国職業能力開発大学校

持参物 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○

＜コース概要＞

３次元ツール（SolidWorks）の実習を通して、モデルおよびア
センブリの作成機能を理解し、３次元モデル作成に必要な実践
的技術を習得します。

＜受講要件＞

Windowsの基本操作ができる方。基本的な機械図面が読める方。
3次元CADで基本的なモデリングができる方。
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Ｍ１０５ 汎用旋盤加工技術
定員

１０名

開催日 令和８年７月29日(水)～31日(金) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 ３日間 １ コース概要及び留意事項
・ 訓練の目的、 専門的能力の確認、 安全上の留意事項

２ 旋盤加工
・ 旋盤の操作・取扱い
－ 旋削加工方法、 旋盤各部の名称と機能、 安全作業

・ 切削条件の設定
－ 切削条件の３要素、 仕上げ面粗さについて

・ 工具（刃物）の取り付け
－ 切削工具各部の名称と機能、 工具材種、 刃物の取り付け方

３ 総合課題実習
・ 課題の提示（外径加工）
－ 加工法の確認、 加工工程による精度差異、 納期（能率）の考慮

・ 加工工程の検討・作成、 疑問点・問題点の抽出
・ 最適加工方法についての討議
・ 課題加工実習、 測定・評価と改善

４ まとめ
・ 質疑応答、 課題の組立時における寸法評価・組立時における制度評価
・ 講評・評価

研修時間 １８時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 ポリテクセンター岡山

持参物
作業服、 作業帽、 安全靴、 保護メガネ、 関数電卓、
筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞
旋盤の操作や取扱いを学び、 旋盤加工の総合課題実習を行い、
加工の検証と評価に関する技術を習得します。

Ｍ１０６ 生産現場の機械保全技術
定員

１０名

開催日 令和8年７月３0日(木) ・ ８月６日(木) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 2日間 １ 概要及び注意事項
・ コースの目的、 コースの概要と注意事項、 事例研究

２ 締結部品の保全
・ ねじの軸力と管理、 トラブル対策（実習）

３ 油圧機械の保全
・ 油圧シリンダの保全実習

４ 動力装置の保全
・ カップリング・ベルト・チェーンの保全
・ ウオームギアの保全実習

５ 軸受け部品の保全
・ ベアリングの損傷例と原因及び取扱い、 ベアリング具保全実習

６ 振動診断
・ 振動と振動計測、 危険回転速度の計算、 スペクトル解析
・ ベアリングの振動診断（実習）

７ まとめ

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 中国職業能力開発大学校

持参物 作業服、 関数電卓、 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

締結、 伝動装置、 軸受け部品、 油圧機器、 振動診断などの機
械保全全般について事例検討、 理論的な理解、 実習を通して、
求められる保全技術を習得します。

Ｍ１０４ 図面の読み方・書き方
定員

１５名

開催日 令和8年７月13日(月)～14日(火) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：１５ 日 数 2日間 １ 図面の基礎
・ 図面って何？
・ 図面に書いてある内容、 図面の種類

２ 図面の決まり事
・ 図面用紙と図枠、線の種類と用法
・ 尺度の種類と図面に使われる単位

３ 図面の配置と特徴
・ 図面（二次元）から立体（三次元）を
想像するには？

４ 特殊な図示法
・ 矢示法・補助図など
・ 省略図と簡略図

5 寸法（サイズ）記入法
・ 寸法とサイズ
・ 工作法に適した寸法記入法

６ 寸法公差（サイズ公差）・はめあい
・ 寸法公差（サイズ公差）と表示法

７ 幾何公差
・ 幾何公差の基本、 幾何公差の種類
・ データムの基本

８ 表面性状・測定の不確かさ
・ 表面性状の基本
・ 測定の不確かさ

９ 材料、 表面処理、 熱処理
・ 材料の種類と材料記号
・ 表面処理の概要

10 溶接記号・簡略製図法
   ・ 溶接の概要、 溶接記号

・ 機械要素の簡略図示法

１１ 図面の管理
・ 図面の改定、 変更
・ 組立図

研修時間 １２時間 受講料 14，8００円（税込）

受講場所 テクノサポート岡山

持参物 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

図から立体形状を把握する方法や、 機械製図に関する図面の
情報の意味、 基本知識、 よくあるローカルルールも含め新旧Ｊ
ＩＳの違いなど、 演習を交えてより深く習得し「図面から情報を
読み取る力と書き方の基礎」を学びます。
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Ｍ１０７ 機械設計のための総合力学
定員

１０名

開催日 令和8年８月３日(月)～5日(水) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 ３日間 １ コース概要及び留意事項
・ 訓練の目的
・ 専門的能力の現状確認及び問題点の整理
・ 安全上の留意事項

２ 強度設計の重要性
・ 信頼性について、 信頼性の設計手法、 専門的能力の確認

３ 機械の力学
・ 仕事と動力、 ニュートンの運動の法則、 摩擦と機械の効率

４ 材料の静的強度設計
・ 材料の機械的特性（応力とひずみ）、 応力とモーメント
・ 安全率と許容応力

５ 機械要素設計
・ ねじ、 軸、 すべり軸受、 転がり軸受、 歯車
・ 機械設計に関する練習課題

６ まとめ
・ 課題の評価

研修時間 １8時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 ポリテクセンター岡山

持参物 関数電卓、 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

高付加価値化に向けた機械の力学や材料の強度設計、 また、
機械要素設計（ねじ・軸・軸受・歯車）など、 詳細設計に必要な
力学の全般を習得します。

Ｍ１０８ 生産現場のための電気保全技術
定員

１０名

開催日 令和8年８月２4日(月)～２5日(火) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 ２日間 １ 電気災害概要
・ 直流、 交流
・ 感電の人体反応と対応策
・ 短絡、 漏電の対応策

２ 欠陥の種類
・ 接地、 絶縁劣化
・ 欠相、 誘導現象
・ 主な機器の説明

３ シーケンス図
・ シーケンス図
・ 配線作業上の注意事項

４ シーケンス回路作成
・ 主回路の作成

  ・ ＯＮ－ＯＦＦ回路
・ ＡＮＤ回路、 ＯＲ回路

５ 総合実習
・ 課題を用いたトラブルシューティング実習

6 まとめ

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 中国職業能力開発大学校

持参物 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

診断・予防保全に向けた総合実習を通して保全技術、 故障個
所の特定からその対処方法及び、 作業の安全対策に関する技
術を習得します。

Ｍ１０９ ＮＣ旋盤プログラミング技術
定員

１０名

開催日 令和8年9月16日(水)～18日(金) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 ３日間 １ コース概要及び留意事項

・ コースの目的、 専門的能力の現状確認、 安全上の留意事項

２ 各種機能とプログラム作成方法

・ 主軸・送り・工具・準備・補助機能

・ 荒加工用プログラム作成方法及び注意点

・ 仕上げ加工用プログラム作成方法及び注意点

・ ノーズR補正、 固定サイクル

３ プログラミング課題実習

・ 課題提示及び注意点

・ 表面粗さ、 加工精度等

・ 加工工程の検討

・ 疑問点、 問題点の抽出、 プログラミング

４ プログラムの検証と評価

・ プログラムの確認と検討、 改善策とその検証

５ まとめ

・ 質疑応答、 訓練コース内容のまとめ、 講評・評価

研修時間 １８時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 ポリテクセンター岡山

持参物
作業服、 作業帽、 安全靴、 保護メガネ、 関数電卓、
筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

NC旋盤機械の各種機能とプログラム作成方法を学び、 プロ
グラミングの課題実習を行い、 加工の検証と評価に関する技
術を習得します。



Ｍ１１０ 演習で理解を深める！現場改善の基礎講座
定員

１５名

開催日 令和8年１0月6日(火) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：１５ 日 数 １日 １ 現場改善と現状分析
・ 現状分析の視点
・ 現場における問題点と分析・改善ツール

2 現場ですぐ使える分析・改善手法を知ろう
・ 動作経済の原則 【ピンボード演習】
・ 工程分析 【ワーク】
・ 稼働分析 【演習】
・ 時間分析 【演習】
・ 標準時間と能率管理

３ からくり（知恵テク）
・ からくり（知恵テク）とは
・ 事例紹介及び演習 【演習】

4 まとめ

研修時間 ６時間 受講料 ９，９００円（税込）

受講場所 テクノサポート岡山

持参物 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

本研修は、製造現場における改善の基本を、演習を通して
実践的に習得します。現状分析の進め方や問題点の見つけ方
を学び、QC7つ道具や工程分析・時間分析などの具体的な手
法を用いて、改善の進め方を体系的に理解します。
さらに、なぜなぜ分析などの手法を活用し、問題の原因を
深く掘り下げながら、現場で「何をどう改善すべきか」を自ら
考え、即実践できるスキルの習得を目指します。

7

Ｍ１１１ ＴＩＧ溶接技能クリニック
定員

１０名

開催日 令和8年１０月19日(月)～20日(火) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 ２日間 １ 概要及び留意事項
・ 訓練の目的、専門的能力の現状確認
・ 問題点の整理、安全上の留意事項

２ ＴＩＧ溶接法と機器
・ 原理と特徴、溶接電源、溶接トーチ

３ 溶接材料
・ 溶加棒、溶接ワイヤ、シールドガス、ダンクステン電極

４ 溶接施工実務
・ 各種材料に応じた溶接加工
・ 各種プロセスに応じた溶接施工
・ 溶接欠陥とその対策

５ 要求に応じた溶接施工
・ 完全溶込み溶接、部分溶込み溶接、各種姿勢溶接

６ 製品の評価方法・問題点の把握・解決手法

7 溶接作業者に対する技術的指導、育成方法

8 まとめ

・ 成果発表、質疑応答と講評

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 ポリテクセンター岡山

持参物 作業服(長袖)、 作業帽、 安全靴、 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

母材特性（金属物性・板厚等）と、溶接機の詳細設定（パルス・交
流等）の理解を通して、習熟度に応じた各種継手の実習を行い
ます。
施工で直面する品質上の問題点とその解決手法を学ぶことで、
実践的な現場力を養い、現場での課題解決能力の向上を目指
します。

Ｍ１１２ マシニングセンタプログラミング技術
定員

１０名

開催日 令和８年1１月２6日(木)～２7日(金) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 ２日間 １ 概要及び留意事項
・ コースの目的、 コースの概要と留意事項、 安全上の留意事項

２ 各種機能とプログラム作成方法
・ 主軸・送り・工具・準備・補助機能
・ 機械座標系とワーク座標系
・ 工具長オフセットと工具径オフセット及び注意事項
・ サブプログラム、 固定サイクル、 プログラムパターン

３ プログラミング課題実習
・ 課題提示及び注意点
・ 表面粗さ・幾何公差・加工精度等
・ 加工工程の検討
・ 疑問点・問題点の抽出、 プログラミング

４ プログラミングの検証と評価
・ プログラムの確認と検討
・ 改善策とその検証

５ まとめ
・ 質疑応答、 訓練コース内容のまとめ ･ 講評、 評価

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 中国職業能力開発大学校

持参物 筆記用具、 関数電卓

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

部品加工、 治工具製作において、 広く使われているマシニン
グセンタのＮＣプログラミングを学び、加工課題作成を通して
技術の理解と周辺知識を深めます。

【受講のポイント】

「M114マシニングセンタ

加工技術」と合わせての受

講をお勧めします。



Ｍ１１３ 治具設計の基礎知識
定員

15名

開催日 令和8年１2月７日（月） 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：15 日 数 １日 １ 治具を導入するねらい
・ ４つの自動化レベルと治具の位置付け
・ 治具導入の効果
（品質、コスト、納期、安全）

２ 治具による位置決めについて
・ 位置決めの基本とは
・ 角形状、丸形状の位置決め方法
・ 具体的な位置決め方法と設計のコツ

    ・ 端面基準、穴基準、底面基準の位置決め

3 治具による固定について

・ 固定の原則と機構の条件
・ 市販品の活用方法
・ 様々な固定方法の紹介
・ ねじの選定方法

研修時間 6時間 受講料 ９，９００円（税込）

受講場所 テクノサポート岡山

持参物 筆記用具

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

本研修の治具は、加工・組立・調整・検査を効率よく行うための
位置決めと固定を目的とします。自動設備とは異なり、治具は
短期間・低コストでQCDに対応できるのが最大の強みです。
品種変更にも柔軟に対応し、加工時間や作業時間の短縮、
精度向上、品質の均一化をねらいます。
はじめて治具設計に取り組む方に最適なプログラムです。

Ｍ１１４ マシニングセンタ加工技術
定員

１０名

開催日 令和9年１月２6日(火)～２7日(水) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 ２日間 １ 概要及び留意事項
・ コースの目的、 コースの概要と留意事項、 安全上の留意事項

２ 段取り作業のポイント
・ 加工機の仕様

・ ツーリング、 取付け具

３ プログラミング時間の短縮
・ 主要なNCコード

・ 工具径補正とサブプログラムの効果的な利用法
・ 固定サイクルの効果的な利用法

４ 加工課題実習
・ マシニングセンタの課題図と加工例の提示・説明

・ 工程検討、 工具選定と条件設定、 段取り作業
・ プログラム修正、 実加工及び測定・評価

５ 改善のための確認・評価
・ 加工精度とサイクルタイム、 改善策の検討

６ まとめ
・ 質疑応答、 訓練コース内容のまとめ、 講評・評価

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 中国職業能力開発大学校

持参物 作業服、 作業帽、 安全靴、 筆記用具、 関数電卓

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

部品加工、 治工具製作において、 広く使われているマシニン
グセンタの段取りから加工までを行い、 生産性向上を踏まえ
た効果的な加工技術への理解と周辺知識を深めます。

＜受講要件＞

プログラミングに関する基礎知識がある方、 または
「M１12 マシニングセンタプログラミング技術」を受講した方。
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4 作業性と段取り性
・ 現場の生産性を向上させる切り口
・ 治具設計は作業性と段取り性が
重要   

・ 実習キットで楽しく体感する
                           【グループ演習】

5 治具図面の描き方のコツ
   ・ 頑丈な設計

    ・ 材料の重さと熱による影響

・ 設計を標準化するメリットと
事例紹介

6 まとめ
・ 質疑応答

Ｍ１１５ 三次元測定技術
定員

5名

開催日 令和9年2月18日(木)～19日(金) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：３０ 日 数 ２日間 １ コース概要及び留意事項
・ コースの目的、 専門的能力の現状確認、 安全上の留意事項

２ 三次元測定機の特徴
・ 三次元測定機の特徴、 構成
・ 精度試験方法、 三次元測定機の不確かさ要因

３ 三次元測定実習
・ プローブの選択、 構成の注意点
・ 座標系設定における留意点と効率化
・ 測定のポイントと効率化

４ 製品の測定
・ 各機能を利用した効率的な測定方法の検討
・ ワークサンプルを使った測定実習
－ ワークの説明、 測定のポイント

５ 測定の評価と改善
・ 三次元測定データの評価について
・ より精密な測定をするための改善策等

６ まとめ
・ 質疑応答、 訓練コース内容のまとめ、 講評・評価

研修時間 １２時間 受講料 ５，５００円（税込）

受講場所 ポリテクセンター岡山

持参物 筆記用具、 関数電卓

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○ ○

＜コース概要＞

三次元測定機の使い方を学び、 測定結果の信頼性を判断でき
る能力と生産活動に見合った測定品質の改善に関する技能・
技術を習得します。
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Ｍ１１６
＜初級編＞

原価の仕組みと業務への活用法
定員

１５名

開催日 令和8年７月１6日(木) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：１５ 日 数 １日 １ 原価の仕組み －原価に関する基礎的な用語を理解しようー
・ 利益はどのように計算されているか 【演習：製造原価報告書作成問題】
・ 費用・原価とは何か
・ 直接費・間接費とは何か、 変動費・固定費とは何か

２ 標準・見積原価計算の進め方 －製品別の原価を算定してみるー
・ 事後と事前に見る原価、 材料費の見積
・ 加工単価（加工費レート）の見積、 加工時間の見積
・ 製品別・工程別原価計算例 【演習：見積原価計算問題】
【グループディスカッション】

３ 原価計算から原価管理へ －技術の原価企画と製造の標準原価管理ー
・ 誰がコストを下げるのか、 役割の明確化
・ 何をコストダウンするか、 課題の明確化
・ どれくらいコストが下がるか、 あるべき姿の追求
【演習： ABC・PPM分析問題、 価格決定問題】

４ 原価計算結果を経営に役立てる －損益を分ける分岐点があるー
・ 損益分岐点を計算してみる 【演習：損益分岐点問題】
・ 利益を増やす５つの方法がある 【演習：意思決定問題】

研修時間 6時間 受講料 ９，９００円（税込）

受講場所 テクノサポート岡山

持参物 筆記用具、電卓

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

経理部門だけが原価を管理するのではなく、 営業・製造・技
術・購買などの全部門が原価の意識を持つことで企業の発展
につながります。 そこで、 「原価とは？」「計算方法」「活用方
法」「コストダウンへのつなぎ方」をわかりやすく解説します。

Ｍ１１７ 工場管理のための管理会計を活用した意思決定講座
定員

１5名

開催日 令和8年１0月23日(金) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：１５ 日 数 １日
１ 決算書を見て経営状況を知る

・ お金の計算には３種類ある
・ 貸借対照表、キャッシュフロー計算書からわかること
・ 損益計算書、製造原価報告書からわかること
【演習：自社の決算書を分析してみよう】

２ 財務会計は「診断書」。管理会計で「コストダウンの問題点」を見つける
・ 財務会計上、管理会計上の原価の分類
・ 直接費・間接費、変動費・固定費とは何か
・ 材料費・加工費の計算のやり方

３ 大きなコストダウンに結びつく「誰が」「何を」「どれくらい」
・ 2つある原価管理の進め方「誰が」
・ 効果の大きいコストダウンテーマの見つけ方「何を」
・ 事前に管理と改善のコストダウン余地を知る「どれくらい」
【演習：管理と改善のコストダウン】

４ 意思決定のポイントとあらゆる場面での数字の見方
・ 意思決定には手順と原則がある
・ 利益額、効率のよいものを優先するケース
・ 設備投資をともなう意思決定の考え方

研修時間 6時間 受講料 ９，９００円（税込）

受講場所 テクノサポート岡山

持参物
筆記用具、 パソコン、
自社の決算書（直近１期分）
※決算書の持参が不可の場合はサンプルを準備します。

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

本研修では、工場長をはじめ工場経営幹部の方を対象に、演
習を交えながら財務・管理会計諸表に対する理解を深めると
ともに、そこから自工場の問題・課題を発見し、対策・解決実践
できるマネジメント力の養成を目指します。

Ｍ１１８
＜中級編＞ シミュレーションで学ぶ

原価計算と活用演習
定員

1５名

開催日 令和8年１１月18日(水) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：１５ 日 数 1日
１ 決算書に出てくる原価数値

・ 決算書に出てくる用語を理解しよう、 平均値はどれくらいか
・ 自社の決算書の数字から問題点を探る

２ 加工費レート計算演習
・ 費目別計算、 変動費・固定費の分解計算、 部門別計算
・ 間接費の配賦計算、 部門別変動費・固定費レート計算

３ 材料費と加工費計算演習
・ 製品別の材料費計算、 製品別の加工費計算

４ 製品別実際原価計算演習
・ 標準原価計算から実際原価計算へ
・ 製品別の標準原価計算

  ・ 製品別の実際原価計算

５ 原価計算結果から意思決定
・ 限界利益と損益分岐点、 原価計算結果を使って意思決定する
・ 付加価値とポートフォリオ分析、 損益分析結果の活用

６ 原価計算結果を原価管理に使う
・ 標準原価管理の実務、 コストダウンの実践、 決算書はどう変わったか

研修時間 ６時間 受講料 ９，９００円（税込）

受講場所 テクノサポート岡山

持参物
筆記用具、 パソコン、
自社の決算書（直近１期分）
※決算書の持参が不可の場合はサンプルを準備します。

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

「財務会計と原価計算のつながり、 アクション結果がどれだけ
利益に貢献するか」をPC演習を通して理解します。 また、ここ
で学んだやり方は自社の原価計算システム構築に活用できま
す。

この研修では
パソコンを使用します。

この研修では
パソコンを使用します。
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◆お問い合わせ先について
ご不明な点については、 下記までお問い合わせください。

公益財団法人岡山県産業振興財団 総務部 総務企画課 （担当 ：大橋〈幸〉・岡部）

〒701-1221 岡山市北区芳賀5301 テクノサポート岡山2F

TEL 086-286-9661 FAX 086-286-9662 E-mail seminar@optic.or.jp
  

基礎から学ぶことができ、今後社内で
旋盤加工が出来るようになったので
良かった。

（研修名：汎用旋盤加工技術）

業務で図面に基づき、切削加工見積
りを行っている。基礎から教えていた
だき、研修後は図面が見やすくなった
と感じた。
（研修名：図面の読み方・書き方）

補正を入れる際にコードを見ることは
あったが、プログラムを理解し全体の流
れを把握した上で業務ができるように
なった。

（研修名：マシニングセンタプログラミング技術）

◆研修受講者の声

Ｍ１２０ 生産向上に結びつく生産計画と工程管理の進め方
定員

１５名

開催日 令和8年１２月9日(水) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：１５ 日 数 １日 １ 顧客の二一ズに対応する工程管理の考え方
・ 経営環境変化と顧客の要求に応じた工程管理
・ 顧客の要求する納期を満足させる在庫ポイント
・ リードタイムと在庫から見た3つのものづくり作戦
・ 受注生産と見込生産における工程管理のポイント

２ リードタイムの見える化と課題の抽出
・ リードタイム見える化のアプローチ
・ リードタイム短縮の2つの側面
・ 目標値の設定と工程管理の実施ポイント 【演習：リードタイムを把握する】

３ ４Ｍの視点からの工程管理の改善ポイント
・ ものづくりの基本とレイアウト改善
・ ライン生産方式、セル生産方式の改善ポイント
・ 進捗管理と現品管理の改善ポイント 【演習：サイクルタイムを設定する】

４ 生産性向上に結び付く生産計画の作り方
・ 在庫情報と計画情報の連動
・ 生産計画とコスト的にメリットのある負荷調整
・ ネック工程を活用する生産計画の立て方 【演習：生産計画を作成する】

５ まとめ

研修時間 6時間 受講料 ９，９００円（税込）

受講場所 テクノサポート岡山

持参物 筆記用具、 パソコン、電卓

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

製品の多品種化や短納期化、生産数量のばらつき増大などに
より納期の順守や在庫の増大などが課題になっています。本
研修では、多様化する顧客の二一ズに対応するための生産計
画と工程管理の着眼点、取り組み方、納期管理や生産リードタ
イム短縮のポイントについて講義とPC(Excel)による演習、
事例を活用しながら習得します。

Ｍ１１９ 品質管理・品質工学の実践
定員

1５名

開催日 令和8年１２月8日(火) 【内容・カリキュラム】

開催時間 ９：３０～１６：１５ 日 数 1日 １ モノづくりと品質管理
・ モノづくりと品質管理の歴史、製品の出来ばえはなぜばらつくのか
・ 品質に影響を与える5つの要因と対応策
・ 品質管理に必要な正しいデータの取り方

２ 不具合の主要因を追求
・ 品質管理・改善の対象となる問題･課題をパレート図で把握
・ なぜなぜ分析で要因を追求
・ ヒストグラムでデータの分布を確認、 散布図で要因と不具合の相関を確認

３ 不具合の改善対策と維持管理
・ 改善の4原則で対策を立案、 発生防止と拡大防止の観点から対策
・ 改善対策を試行し効果を確認
・ 品質を保証する検査方法を標準化

４ 品質工学でばらつきが無い生産条件を確立
・ 急がば回れを実践する実験計画法
・ ばらつきを低減するパラメータを確立
・ ばらつきをあぶり出す実験の進め方
・ 実験データから重要パラメータを診断

５ まとめ

研修時間 ６時間 受講料 ９，９００円（税込）

受講場所 テクノサポート岡山

持参物 筆記用具、電卓

対象区分

基礎 初級 中級 管理監督者

○ ○

＜コース概要＞

本研修では、 品質管理と品質工学の実践に必要な考え方と実
践手順について講義と演習、事例を活用しながら習得します。

この研修では
パソコンを使用します。



【研修申込時の注意点等】

〇各研修のお申し込みは先着順です。

〇FAXでお申し込みいただいた方には、 後日メールまたはお電話にて受付完了のご連絡をいたします。

〇本研修は、 岡山県内に本社または事業所等がある企業の方を対象としています。

〇内容・カリキュラムは都合により変更する場合があります。ご了承ください。

〇事前連絡なく欠席された場合、 今後のお申し込みをお断りする場合がございます。

【個人情報の取扱いについて等】

〇当財団規定の範囲で利用させていただきます。

〇申込書にご記入いただいた範囲内で受講者名簿として、 研修機関または講師に提出します。

〇受講風景写真等を岡山県及び当財団での広報活動等に利用させていただきます。

（

切

り

取

り

線

）

研修受講申込書
( E-mail ) seminar@optic.or.jp

( F A X ) ０８６－２８６－９６６２

（事務局用）

予約No
研修
コード

（フリガナ）

所属部署 役職 年代
勤続
年数

性別
受講者氏名

代 年

男 ・ 女

代 年

男 ・ 女

代 年

男 ・ 女

代 年

男 ・ 女

企業名 研修窓口担当者

代表者役職 ・ 氏名 部 署

所在地

〒 ― 氏 名

窓口担当

E-mail ＠

ＴＥＬ ― ―

業種 ＦＡＸ ― ―

（公財）岡山県産業振興財団 総務部 総務企画課 大橋（幸）・岡部行

研修受講申込書にご記入の上、 メールまたはFAXでお送りください。

受付日 受付担当 受付完了連絡 登録日 登録担当

事務局処理欄
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研修会場について（会場アクセス）

●中国職業能力開発大学校 (倉敷市玉島長尾1242-1)

●テクノサポート岡山 （岡山市北区芳賀5301）

●ポリテクセンター岡山 （岡山市北区田中580）
（岡山職業能力開発促進センター）

JR・バスをご利用の場合
●岡電バス「問屋町入口・健康づくり財団病院線」
天満屋（4番のりば）

岡山駅（4番のりば）
大元駅前

ポリテクセンター岡山前下車（バス停①）
※岡山駅より約30分

●岡電バス「平田経由北長瀬線」
北長瀬駅前

ポリテクセンター岡山入口下車（バス停②）
※北長瀬駅より約15分

車をご利用の場合
●国道2号線（大樋橋西交差点）より
西バイパス（国道180号線）を北へ約1.5㎞

JR・バスをご利用の場合
●JR新倉敷駅下車

北口より
・ 徒歩20分
・ タクシー5分
・ 両備バス「中国能開大」行7分

（ただし、 土・日・祝日は運休）

車をご利用の場合
●国道2号線を船穂JCTで玉島IC方面へ

IC手前を左へ降りて、 左折1分

●山陽自動車道玉島IC下車
出てすぐ船穂・真備方面へ下って2分

JR・バスをご利用の場合

●岡山駅発 中鉄バス「芳賀佐山団地・リサーチパーク線」
岡山駅バスターミナル６番のりば

工業技術センター下車（約40分）

車をご利用の場合
●岡山駅から 約25分
●岡山I.Cから 約7分
●岡山桃太郎空港から 約10分

人と企業を大切に！頑張る中小企業の応援団
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